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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶接部に沿った複数の測定箇所より集められた超音波応答信号から溶接部内に欠陥が存
在するのかを決定するための方法であって、
　それぞれの測定箇所からの超音波応答信号をフィルタリングして、それぞれの測定箇所
に対するフィルタリングされた応答信号を生成することと、
　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーを、対応するフィルタリングされた応答
信号を用いて、計算することと、
　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーを隣接する測定箇所の超音波エネルギー
と比較して潜在的欠陥位置を識別することであって、測定箇所の超音波エネルギーが隣接
する測定箇所の超音波エネルギーよりも小さい時に、測定箇所が潜在的欠陥位置であると
、識別することと、
　前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所における超音波エネルギーのゆらぎを解析して欠
陥が前記溶接部内に存在するかを決定すること、
を備え、
　前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギーを前記潜在的欠陥位置の両側の複数の測定箇所
の超音波エネルギーと比較することによって超音波エネルギーのゆらぎが解析され、超音
波エネルギーが前記潜在的欠陥位置の両側における複数の測定箇所に亘って単調に増加す
る時に、前記潜在的欠陥位置が欠陥を有する方法。
【請求項２】
　離散ウェーブレット変換により前記超音波応答信号を分解して、前記超音波応答信号に
対する一連のウェーブレット係数を生成することと、
　前記一連のウェーブレット係数をバンドパスフィルタリングして、前記溶接部内の欠陥
に敏感な周波数範囲を分離することと、
　対応するフィルタリングされた前記一連のウェーブレット係数に逆離散ウェーブレット
変換を実行することによって、測定箇所に対する前記フィルタリングされた応答信号を生
成すること、
によって、それぞれの測定箇所からの前記超音波応答信号がフィルタリングされる請求項
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１に記載の方法。
【請求項３】
　前記潜在的欠陥位置が欠陥を有する時に、前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギー及び
前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所の超音波エネルギーが欠陥エネルギーパターンと比
較されて、前記溶接部内にどのタイプの欠陥が存在するかが決定される請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギー及び前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所の超
音波エネルギーを欠陥エネルギーパターンと比較することによって超音波エネルギーのゆ
らぎが解析され、前記潜在的欠陥位置が所定の欠陥を有するかが更に決定される請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　欠陥に対して溶接部を試験する方法であって、
　溶接部に沿った複数の測定箇所に超音波信号を誘導することと、
　それぞれの測定箇所に対して超音波応答信号を集めることと、
　それぞれの測定箇所からの超音波応答信号をフィルタリングして、それぞれの測定箇所
に対するフィルタリングされた応答信号を生成することと、
　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーを、対応するフィルタリングされた応答
信号を用いて、計算することと、
　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーに基づいて、前記溶接部に対する超音波
エネルギー分布を決定することと、
　前記超音波エネルギー分布における極小を識別し、且つ、各極小の周りの前記超音波エ
ネルギー分布のゆらぎを解析して前記溶接部内に欠陥が存在するのかを決定すること、
を備え、
　極小の超音波エネルギーを極小の両側の複数の測定箇所の超音波エネルギーと比較する
ことによって、極小の周りの超音波エネルギーのゆらぎが解析され、超音波エネルギーが
極小の両側における複数の測定箇所において単調に増加する時に、極小が欠陥位置である
方法。
【請求項６】
　離散ウェーブレット変換により前記超音波応答信号を分解して、前記超音波応答信号に
対する一連のウェーブレット係数を生成することと、
　前記一連のウェーブレット係数をバンドパスフィルタリングして、前記溶接部内の欠陥
に敏感な周波数範囲を分離することと、
　フィルタリングされた前記一連のウェーブレット係数に逆離散ウェーブレット変換を実
行することによって、測定箇所に対する前記フィルタリングされた応答信号を生成するこ
と、
によって、それぞれの測定箇所からの前記超音波応答信号がフィルタリングされる請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　極小が欠陥位置である時に、極小の超音波エネルギー及び極小の近傍の測定箇所の超音
波エネルギーが欠陥エネルギーパターンと比較されて、前記溶接部内にどのタイプの欠陥
が存在するかが決定される請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　極小の超音波エネルギー及び極小の近傍の測定箇所の超音波エネルギーを欠陥エネルギ
ーパターンと比較することによって超音波エネルギー分布のゆらぎが解析されて、極小に
おいて所定の欠陥が前記溶接部内に存在するのかが更に決定される請求項５に記載の方法
。
【請求項９】
　それぞれの測定箇所に対する超音波応答信号がフィルタリングされて、約０．９７７Ｍ
Ｈｚから約１．４６４ＭＨｚの周波数範囲に分離される請求項５に記載の方法。
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【請求項１０】
　パルスレーザソース源の出力ビームを前記溶接部が配置される試験サンプルの表面上に
向けることによって、前記超音波信号が誘導される請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　それぞれの測定箇所において、複数の前記超音波信号が前記溶接部内に誘導され、
　複数の前記超音波応答信号が、それぞれの測定箇所において集められ且つ平均化される
請求項５に記載の方法。
【請求項１２】
　溶接部内の欠陥を識別するための欠陥検出システムであって、
　前記欠陥検出システムは、コントローラと、音響信号発生器と、音響信号検出器と、位
置決め装置とを備え、前記音響信号発生器及び前記音響信号検出器及び前記位置決め装置
は、前記コントローラと電気的に接続されており、
　前記コントローラは、
　　前記音響信号発生器を用いて、前記溶接部に沿った複数の測定箇所に超音波信号を誘
導し、
　　前記音響信号検出器を用いて、それぞれの測定箇所からの超音波応答信号を集めて、
それぞれの前記超音波応答信号を前記コントローラに動作可能に関連するメモリに保存し
、
　　それぞれの測定箇所からの前記超音波応答信号をフィルタリングして、対応する測定
箇所に対するフィルタリングされた応答信号を生成し、
　　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーを対応するフィルタリングされた応答
信号を用いて計算し、
　　それぞれの測定箇所に対する超音波エネルギーを隣接する測定箇所の超音波エネルギ
ーと比較して潜在的欠陥位置を識別することであって、測定箇所の超音波エネルギーが隣
接する測定箇所の超音波エネルギーよりも小さい時に、測定箇所が前記潜在的欠陥位置で
あると識別し、
　　前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所の超音波エネルギーのゆらぎを解析して、前記
溶接部に欠陥が存在するかを決定する、
ようにプログラムされており、
　前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギーを前記潜在的欠陥位置の両側の複数の測定箇所
の超音波エネルギーと比較することによって超音波エネルギーのゆらぎを解析するように
前記コントローラがプログラムされ、超音波エネルギーが前記潜在的欠陥位置の両側にお
ける複数の測定箇所に亘って単調に増加する時に前記潜在的欠陥位置が欠陥を有する、欠
陥検出システム。
【請求項１３】
　離散ウェーブレット変換により前記超音波応答信号を分解して、前記超音波応答信号に
対する一連のウェーブレット係数を生成することと、
　前記一連のウェーブレット係数をバンドパスフィルタリングして、前記溶接部内の欠陥
に敏感な周波数範囲を分離することと、
　フィルタリングされた前記一連のウェーブレット係数に逆離散ウェーブレット変換を実
行することによって、測定箇所に対する前記フィルタリングされた応答信号を生成するこ
と、
によって、それぞれの測定箇所からの前記超音波応答信号をフィルタリングするように、
前記コントローラがプログラムされる請求項１２に記載の欠陥検出システム。
【請求項１４】
　前記潜在的欠陥位置が欠陥を有する時に、前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギー及び
前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所の超音波エネルギーを欠陥エネルギーパターンと比
較して、前記溶接部内にどのタイプの欠陥が存在するかを決定するように前記コントロー
ラがプログラムされる請求項１２に記載の欠陥検出システム。
【請求項１５】
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　前記潜在的欠陥位置の超音波エネルギー及び前記潜在的欠陥位置の近傍の測定箇所の超
音波エネルギーを欠陥エネルギーパターンと比較することによって超音波エネルギーのゆ
らぎを解析し、前記潜在的欠陥位置が所定の欠陥を有するのかを更に決定するように前記
コントローラがプログラムされる請求項１２に記載の欠陥検出システム。
【請求項１６】
　前記音響信号発生器はパルスレーザ源である請求項１２に記載の欠陥検出システム。
【請求項１７】
　前記音響信号検出器はＥＭＡＴセンサである請求項１２に記載の欠陥検出システム。
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